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1.  目的：筑波大学は外周約 10km の九州大学に次ぐ

日本で２番目のキャンパスの広さを誇る。複数地区

に分かれており、この中に多種多様な学科の研究施

設が立ち並ぶという構造となっている。こういった条

件のためか初めてやってきた外部からの人間が迷っ

てしまうという事例もよく聞かれる。 そのため本研究

では学園マップや建物の方向を示す案内表示の数

や分布を調べ、不足している場所について考える。 
2.  対象地域：研究対象は多くの分野が立地しているこ

と、面積が広いことといった理由からより迷いやすい

地区と思われる中地区とする。北端を県道 200 号線、

南端を平塚通り、東は学園東通り、西は水路で囲ま

れた範囲を対象地域とする。 
3.  研究手法：ArcGISと ArcGISOnlineそして携帯
端末アプリ Collector を用いて行った。対象地域

内をくまなく探索し、５種の看板の位置と「建物方向

表示」が示す建物を記録した。 
4.  結果・考察：  結果は第１図のようになった。まずマ

ップ看板は大学全体マップ２枚、マップ(大)11 枚、

マップ(小)は８枚発見された。全体マップはどちらも

東大通りから学内に入る際に通る位置、マップ(大)
は大学循環バスのバス停とエリア全体の中心部、マ

ップ(小)は第一～三エリアの入り口となる場所に配

置されていることがわかる。ただし、中央エリア北部

や図書館西部の駐車場とその周辺にはいずれのマ

ップも設置されていない。車で来てそこから徒歩で

目的地を探すという者が迷う原因の一つとなってい

ると思われる。建物案内表示と建物方向表示は 62
枚と 178 枚発見された。建物方向表示看板が示す

ターゲットとの関係を第２図に、建物方向表示が指

示している建物の中で 5 枚以上あったものと 1 枚し

かなかったものを第１表に示す。２Ａ～Ｈ棟の第二エ

リアを示すものが特に多く、次いで第三エリア、第一

エリアと範囲を示すものが続く。その後は学系棟や

本部棟、図書館と目印になりうるものが多い。少ない

ものでは単一の建物や、別エリアレベルで離れた位

置にある場所を示すものが多い。また、エリア中心部

の看板ほどターゲットとの距離が近いものが多くなっ

ている。外側では遠いエリアを示すものが多いが中

央の、たとえば松美上池そばの看板では 100ｍに満

たない距離の建物を示している。 

第 1表	 建物方向表示の内訳 

第 1図	 筑波大学中央エリアの看板の分布 

(背景地図に大学 HP公開のものを使用) 

第 2図	 建物方向表示看板とターゲット 

(背景地図に大学 HP公開のものを使用) 


